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	2. JASRI理事長挨拶
	・利用幹事報告
	坂田幹事より、平成28年度は各研究会によるワークショップ・会合がこれまでに15件あり、例年通り活発に執り行われている旨報告があった。また、杉本幹事より、会員の研究会への登録促進策として、ポスター掲示、SPring-8/SACLA利用者情報誌掲載が行われたこと。利用委員会として、旅費支給の方針について、本来なら参加してもらえない人、新しくネットワークを作りたい人を対象としている旨報告があった。
	・会計幹事報告
	加藤幹事より、SPring-8シンポジウム2016での決算報告と、今年度、全体として順調な執行状況であることが示された。
	8. SPRUCビームライン高性能化検討作業部会について
	杉本幹事より、ビームライン高性能化作業部会の設立についての報告と研究会への依頼について報告があった。
	・昨年11月に設立申請がSPRUC評議委員会になされて審議・承認され、12月１日に発足した。藤原明比古関西学院大学教授を責任者とした作業部会メンバーが決まり、第一回会合が12月23日に開催された。
	・今後、各研究会へのアンケート実施を予定していて、回答への協力依頼があった。
	9. JASRI理事による施設報告
	山川理事より、施設報告として、SPring-8およびSACLAの利用状況報告とJASRIの業務内容紹介があった。運転・利用状況としてはたいへん順調に進んでいる旨、報告があった。利用支援業務のうち、産業利用、タンパク試料測定に関する測定代行業務について触れられた。また、情報提供として研究成果発表状況のとりまとめをしており、年間論文1000件という目標は達成されていることが報告された。今後のスケジュールとして、４月下旬に2017B利用課題募集要項公開が予定され、特に「新分野創成型利用」制度は先行して、...
	10. 今後のスケジュールについて
	杉本幹事より、今後のスケジュールとして、3月に動向調査報告書とりまとめ、4月中旬の平成29年度第1回評議員会、9月のSPring-8シンポジウム2017およびSPRUC総会が示された。
	以上。

